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告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
五
十
七
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
二
年
三
月
三
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

旧
東
栄
ビ
ル 

 
 

 

埼
玉
県
所
沢
市
東
町
八
十
六
番
二
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
意
見
の
概
要 

 

⑴ 

所
沢
市
商
業
振
興
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
、
産
業
団
体
等
が
行
う
商
業
振
興
施
策

へ
の
積
極
的
な
協
力
及
び
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た

す
商
店
会
へ
の
加
入
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
商
工
会
議
所
や
地
域
商
業
者
と

の
連
携
事
業
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

⑵ 

「
所
沢
市
地
域
が
つ
な
が
る
元
気
な
自
治
会
等
応
援
条
例
」
の
趣
旨
に
則
り
、
自
治
会

等
の
活
動
へ
の
参
加
及
び
協
力
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

 

⑶ 

所
沢
市
に
居
住
す
る
従
業
員
が
地
域
の
自
治
会
等
へ
加
入
し
、
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

へ
の
理
解
と
業
務
の
調
整
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

⑷ 

地
域
の
祭
り
や
各
種
行
事
に
加
え
、
地
域
の
社
会
貢
献
活
動
に
も
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 

⑸ 

店
舗
の
新
築
・
増
改
築
、
土
地
の
改
変
等
を
行
う
場
合
は
、
別
紙
「
主
な
環
境
関
連
法

令
確
認
事
項
」
を
参
考
に
し
て
、
事
前
に
必
要
な
届
出
・
相
談
等
を
遺
漏
の
な
い
よ
う
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

⑹ 

騒
音
規
制
法
及
び
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
に
規
定
す
る
騒
音
規
制
を
遵
守
し
て 

 
 

下
さ
い
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
二
年
三
月
三
日
か
ら
令
和
二
年
四
月
三
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
五
十
八
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
二
年
三
月
三
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
ふ
じ
み
野 

 
 

 

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
福
岡
二
丁
目
千
五
百
番
七
十
四
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
意
見
の
概
要 

 

⑴ 

交
通
問
題 

 
 

㈠ 

生
活
道
路
へ
の
侵
入
防
止
に
つ
い
て
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

㈡ 

来
店
者
の
広
域
誘
導
に
つ
い
て
適
切
な
看
板
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

㈢ 

前
面
道
路
の
歩
行
者
横
断
防
止
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

㈣ 

郵
便
局
搬
入
出
入
口
の
安
全
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

㈤ 

ふ
じ
み
野
市
福
岡
二
丁
目
千
五
百
番
七
十
四
付
近
は
、
ふ
じ
み
野
市
立
上
野
台
小
学 

 
 

 

校
と
ふ
じ
み
野
市
立
葦
原
中
学
校
の
学
区
と
な
る
こ
と
か
ら
、
駐
車
場
の
出
入
り
口
付 

 
 

 

近
に
交
通
整
理
員
の
配
置
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

⑵ 

騒
音
問
題 

 
 

 

室
外
機
や
駐
車
場
等
の
騒
音
に
関
し
、
十
分
な
配
慮
を
行
う
と
と
も
に
近
隣
住
民
か
ら

苦
情
が
発
生
し
た
場
合
に
は
適
切
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
深
夜
営
業
（
午
後
十

時
以
降
）
に
関
し
て
も
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
に
お
け
る
騒
音
の
規
制
基
準
値
を
遵

守
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

⑶ 

光
害
問
題 

 
 

 

夜
間
、
駐
車
場
の
看
板
や
建
物
等
か
ら
発
光
さ
れ
る
光
が
、
近
接
す
る
住
宅
等
に
対
し

光
害
と
な
ら
な
い
よ
う
敷
地
外
へ
の
遮
光
等
に
つ
い
て
十
分
な
配
慮
を
行
う
な
ど
光
害
対

策
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
近
隣
住
民
か
ら
苦
情
が
発
生
し
た
場
合
に
は
適
切
に
対
応

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

⑷ 

防
犯
問
題 

 
 

㈠ 

店
舗
、
屋
上
及
び
立
体
駐
車
場
等
か
ら
上
野
台
小
学
校
の
プ
ー
ル
が
見
え
な
い
よ
う 

 
 

 

に
高
い
目
隠
し
ボ
ー
ド
設
置
等
の
対
策
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 
 

㈡ 

埼
玉
県
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
「
犯
罪



の
防
止
に
配
慮
し
た
道
路
等
の
構
造
、
設
備
等
に
関
す
る
指
針
」
及
び
ふ
じ
み
野
市
防
犯

推
進
条
例
を
遵
守
し
、
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 

 

⑸ 
ま
ち
づ
く
り
へ
の
協
力 

 
 

㈠ 
市
内
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
へ
の
参
加
・
協
力
、
活
動
場
所
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

㈡ 

地
元
自
治
組
織(

は
け
自
治
会)

の
自
治
会
活
動
に
参
加
・
協
力
す
る
と
と
も
に
、
本 

 
 

 

市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
へ
の
参
加
・
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

㈢ 

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
に
つ
い
て
、
市
及
び
地
域
住
民
の
優
先
利
用
、
利
用
料
の 

 
 

 

優
遇
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

㈣ 

学
校
の
授
業
や
行
事
等
で
、
施
設
の
見
学
や
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
依
頼
が
あ
っ 

 
 

 

た
際
は
、
積
極
的
な
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

㈤ 

地
元
商
工
会
加
盟
及
び
地
元
商
店
会
と
の
連
携
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

⑹ 

そ
の
他 

 
 

㈠ 

騒
音
被
害
や
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑
え
る
た
め
、
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第 

 
 

 

四
十
一
条
、
同
条
例
規
則
第
二
十
一
条
に
基
づ
き
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
の
周
知 

 

 
 

 

が
必
要
で
す
。
駐
車
場
利
用
者
全
員
に
周
知
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

㈡ 

災
害
対
策
基
本
法
に
定
め
る
災
害
及
び
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の 

 
 

 

た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
に
定
め
る
事
態
が
発
生
、
ま
た
は
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る 

 
 

 

場
合
に
お
い
て
、
一
時
避
難
場
所
や
食
料
、
生
活
物
資
の
提
供
な
ど
、
必
要
に
応
じ
た 

 
 

 

支
援
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
二
年
三
月
三
日
か
ら
令
和
二
年
四
月
三
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
五
十
九
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
二
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

カ
ス
ミ 

フ
ー
ド
ス
ク
エ
ア
川
口
前
川
店 

 
 

 

埼
玉
県
川
口
市
南
前
川
一
丁
目
二
千
六
百
十
番
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
変
更
前
）
（
仮
称
）
カ
ス
ミ
川
口
南
前
川
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
川
口
市
南
前
川
一
丁
目
二
千
六
百
十
番
外 

 
 

 

（
変
更
後
）
カ
ス
ミ 

フ
ー
ド
ス
ク
エ
ア
川
口
前
川
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
川
口
市
南
前
川
一
丁
目
二
千
六
百
十
番
外 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
カ
ス
ミ 

代
表
取
締
役 

小
濱
裕
正 

 
 

 
 

 

茨
城
県
つ
く
ば
市
西
大
橋
五
百
九
十
九
番
地
一 

外
計
二
者 

 
 

 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
カ
ス
ミ 

代
表
取
締
役 

石
井
俊
樹 

 
 

 
 

 

茨
城
県
つ
く
ば
市
西
大
橋
五
百
九
十
九
番
地
一 

外
計
二
者 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
カ
ス
ミ 

代
表
取
締
役 

小
濱
裕
正 

 
 

 
 

 

茨
城
県
つ
く
ば
市
西
大
橋
五
百
九
十
九
番
地
一 

外
計
二
者 

 
 

 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
カ
ス
ミ 

代
表
取
締
役 

石
井
俊
樹 

 
 

 
 

 

茨
城
県
つ
く
ば
市
西
大
橋
五
百
九
十
九
番
地
一 

外
計
二
者 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
三
月
一
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
二
年
二
月
四
日 

二 

縦
覧
期
間 



 
 

令
和
二
年
三
月
三
日
か
ら
令
和
二
年
七
月
三
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
二
年
三
月
三
日
か
ら
令
和
二
年
七
月
三
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
六
十
号 

 
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
第
六
十
六
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
度
前
期
技
能
検
定
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

実
施
等
級
別
職
種 

 

イ 

特
級 

 
 

 

な
し 

 

ロ 

一
級
及
び
二
級 

 

園
芸
装
飾
（
室
内
園
芸
装
飾
作
業
）
、
造
園
（
造
園
工
事
作
業
）
、
鋳
造
（
鋳
鉄
鋳
物
鋳

造
作
業
）
、
金
属
熱
処
理
（
一
般
熱
処
理
作
業
、
浸
炭
・
浸
炭
窒
化
・
窒
化
処
理
作
業
、
高

周
波
・
炎
熱
処
理
作
業
）
、
粉
末
冶
金
（
焼
結
作
業
）
、
機
械
加
工
（
普
通
旋
盤
作
業
、
数

値
制
御
旋
盤
作
業
、
フ
ラ
イ
ス
盤
作
業
、
数
値
制
御
フ
ラ
イ
ス
盤
作
業
、
平
面
研
削
盤
作
業
、

円
筒
研
削
盤
作
業
、
ホ
ブ
盤
作
業
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
作
業
）
、
放
電
加
工
（
数
値
制
御

形
彫
り
放
電
加
工
作
業
、
ワ
イ
ヤ
放
電
加
工
作
業
）
、
金
属
プ
レ
ス
加
工
（
金
属
プ
レ
ス
作

業
）
、
鉄
工
（
構
造
物
鉄
工
作
業
）
、
建
築
板
金
（
内
外
装
板
金
作
業
、
ダ
ク
ト
板
金
作
業
）
、

工
場
板
金
（
曲
げ
板
金
作
業
、
打
出
し
板
金
作
業
）
、
仕
上
げ
（
治
工
具
仕
上
げ
作
業
、
金

型
仕
上
げ
作
業
、
機
械
組
立
仕
上
げ
作
業
）
、
電
子
機
器
組
立
て
（
電
子
機
器
組
立
て
作
業
）
、

電
気
機
器
組
立
て
（
配
電
盤
・
制
御
盤
組
立
て
作
業
）
、
産
業
車
両
整
備
（
産
業
車
両
整
備

作
業
）
、
鉄
道
車
両
製
造
・
整
備
（
内
部
ぎ
装
作
業
、
配
管
ぎ
装
作
業
、
電
気
ぎ
装
作
業
）
、

建
設
機
械
整
備
（
建
設
機
械
整
備
作
業
）
、
婦
人
子
供
服
製
造
（
婦
人
子
供
注
文
服
製
作
作

業
）
、
家
具
製
作
（
家
具
手
加
工
作
業
）
、
建
具
製
作
（
木
製
建
具
手
加
工
作
業
）
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
成
形
（
射
出
成
形
作
業
）
、
石
材
施
工
（
石
張
り
作
業
）
、
と
び
（
と
び
作
業
）
、

左
官
（
左
官
作
業
）
、
タ
イ
ル
張
り
（
タ
イ
ル
張
り
作
業
）
、
畳
製
作
（
畳
製
作
作
業
）
、

防
水
施
工
（
ウ
レ
タ
ン
ゴ
ム
系
塗
膜
防
水
工
事
作
業
、
シ
ー
リ
ン
グ
防
水
工
事
作
業
、
改
質

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
シ
ー
ト
常
温
粘
着
工
法
防
水
工
事
作
業
）
、
内
装
仕
上
げ
施
工
（
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
系
床
仕
上
げ
工
事
作
業
、
鋼
製
下
地
工
事
作
業
、
ボ
ー
ド
仕
上
げ
工
事
作
業
、
化
粧
フ

ィ
ル
ム
工
事
作
業
）
、
サ
ッ
シ
施
工
（
ビ
ル
用
サ
ッ
シ
施
工
作
業
）
、
表
装
（
壁
装
作
業
）
、

塗
装
（
建
築
塗
装
作
業
、
金
属
塗
装
作
業
）
及
び
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
（
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
作
業
） 

 

ハ 

三
級 

 

園
芸
装
飾
（
室
内
園
芸
装
飾
作
業
）
、
造
園
（
造
園
工
事
作
業
）
、
鋳
造
（
鋳
鉄
鋳
物
鋳

造
作
業
）
、
金
属
熱
処
理
（
一
般
熱
処
理
作
業
、
浸
炭
・
浸
炭
窒
化
・
窒
化
処
理
作
業
、
高

周
波
・
炎
熱
処
理
作
業
）
、
機
械
加
工
（
普
通
旋
盤
作
業
、
数
値
制
御
旋
盤
作
業
、
フ
ラ
イ



ス
盤
作
業
、
平
面
研
削
盤
作
業
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
作
業
）
、
仕
上
げ
（
機
械
組
立
仕
上

げ
作
業
）
、
機
械
検
査
（
機
械
検
査
作
業
）
、
電
子
機
器
組
立
て
（
電
子
機
器
組
立
て
作
業
）
、

建
築
大
工
（
大
工
工
事
作
業
）
、
と
び
（
と
び
作
業
）
、
左
官
（
左
官
作
業
）
、
化
学
分
析

（
化
学
分
析
作
業
）
、
塗
装
（
金
属
塗
装
作
業
）
、
舞
台
機
構
調
整
（
音
響
機
構
調
整
作
業
）
、

商
品
装
飾
展
示
（
商
品
装
飾
展
示
作
業
）
及
び
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
（
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
作
業
） 

 

ニ 

単
一
等
級 

 

路
面
標
示
施
工
（
溶
融
ペ
イ
ン
ト
ハ
ン
ド
マ
ー
カ
ー
工
事
作
業
）
及
び
産
業
洗
浄
（
高
圧

洗
浄
作
業
） 

二 

試
験
の
方
法 

 
 

実
技
試
験
及
び
学
科
試
験 

三 

実
施
期
日
、
実
施
場
所
及
び
試
験
問
題
の
公
表 

 

イ 

実
技
試
験 

 
 

⑴ 

実
施
期
日 

 

令
和
二
年
六
月
八
日
（
月
）
か
ら
令
和
二
年
九
月
十
三
日
（
日
）
ま
で
の
間
に
お
い
て
、

埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い
う
。
）
が
指
定
す
る
日 

 
 

⑵ 

実
施
場
所 

協
会
が
指
定
す
る
場
所 

 
 

⑶ 

試
験
問
題
の
公
表 

 
 

 

令
和
二
年
六
月
一
日
（
月
）
に
協
会
事
務
所
で
公
表
す
る
（
一
部
の
職
種
を
除
く
。
）
。 

 

ロ 

学
科
試
験 

 
 

⑴ 

実
施
期
日 

 

次
の
表
の
検
定
職
種
の
欄
に
掲
げ
る
職
種
に
応
じ
、
同
表
の
実
施
期
日
の
欄
に
掲
げ
る

日 

 

                 

一 

一
級
及
び
二
級 

 
 

造
園
、
金
属
熱
処
理
、
金
属
プ
レ
ス 

 

加
工
、
産
業
車
両
整
備
、
プ
ラ
ス
チ
ッ 

 

ク
成
形
、
と
び
、
防
水
施
工
、
サ
ッ
シ 

 
 

 
 

 
 

             

一 

三
級 

 
 

園
芸
装
飾
、
造
園
、
鋳
造
、
機
械
加 

 

工
、
仕
上
げ
、
機
械
検
査
、
電
子
機
器 

 

組
立
て
、
建
築
大
工
、
と
び
、
左
官
、 

 

化
学
分
析
、
塗
装
、
舞
台
機
構
調
整
、 

 

商
品
装
飾
展
示
及
び
フ
ラ
ワ
ー
装
飾 

検 

定 

職 

種 

令
和
二
年
八
月
二
十
三
日
（
日
） 

令
和
二
年
七
月
十
二
日
（
日
） 

実 

施 

期 

日 

 



 
 

 
 

 
                    

⑵ 

実
施
場
所 

 
 

 
 

協
会
が
指
定
す
る
場
所 

四 

受
検
申
請
の
手
続 

 

イ 

提
出
書
類 

 
 

⑴ 

技
能
検
定
受
検
申
請
書
（
以
下
「
申
請
書
」
と
い
う
。
） 

⑵ 

運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
そ
の
他
の
申
請
者
の
氏
名
及
び
生
年
月
日
を

確
認
す
る
た
め
知
事
が
適
当
と
認
め
る
書
類
又
は
そ
の
写
し 

⑶ 

実
技
試
験
又
は
学
科
試
験
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
資
格
を 

証
す
る
書
面 

 
 

⑷ 

手
数
料
の
払
込
み
を
証
す
る
書
面 

 

ロ 

提
出
先 

 
 

 

協
会 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和
五
丁
目
六
番
五
号
（
郵
便
番
号
三
三
〇
―
〇
〇
七
四
） 

 

ハ 

受
付
期
間 

 

令
和
二
年
四
月
六
日
（
月
）
か
ら
同
年
四
月
十
七
日
（
金
）
ま
で 

一 

一
級
及
び
二
級 

 
 

園
芸
装
飾
、
鋳
造
、
放
電
加
工
、
建 

 

築
板
金
、
工
場
板
金
、
仕
上
げ
、
電
気 

 

機
器
組
立
て
、
鉄
道
車
両
製
造
・
整
備
、 

 

石
材
施
工
、
タ
イ
ル
張
り
、
表
装
及
び

フ
ラ
ワ
ー
装
飾 

二 

単
一
等
級 

 
 

路
面
標
示
施
工 

一 

一
級
及
び
二
級 

 
 

粉
末
冶
金
、
機
械
加
工
、
鉄
工
、
電 

 

子
機
器
組
立
て
、
建
設
機
械
整
備
、
婦 

 

人
子
供
服
製
造
、
家
具
製
作
、
建
具
製 

 

作
、
左
官
、
畳
製
作
及
び
内
装
仕
上
げ 

 

施
工 

 
 

施
工
及
び
塗
装 

二 

三
級 

 
 

金
属
熱
処
理 

三 
単
一
等
級 

 
 

産
業
洗
浄 

令
和
二
年
九
月
六
日
（
日
） 

令
和
二
年
八
月
三
十
日
（
日
） 

 

 



 

ニ 

受
検
申
請
に
関
す
る
注
意 

 
 

⑴ 

申
請
書
の
用
紙
及
び
受
検
案
内
は
、
協
会
で
交
付
す
る
。 

 

な
お
、
こ
れ
ら
の
書
類
を
郵
送
で
求
め
る
場
合
は
、
受
検
し
よ
う
と
す
る
等
級
を
明
記

し
、
切
手
百
四
十
円
分
を
同
封
し
て
請
求
す
る
こ
と
。 

 
 

⑵ 

申
請
書
を
郵
送
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
面
に
「
技
能
検
定
受
検
申
請
書
在
中
」
と
朱 

 
 

書
す
る
こ
と
。 

 
 

⑶ 

郵
送
に
よ
る
申
請
書
は
、
受
付
期
間
内
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
る
。 

五 

手
数
料 

 
 

次
に
掲
げ
る
額
の
手
数
料
を
郵
便
振
替
で
協
会
に
納
付
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
実
技
試
験
又 

 

 

は
学
科
試
験
の
免
除
を
受
け
る
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
免
除
を
受
け
る
試
験
に
係
る
手
数
料
の 

 

納
付
を
要
し
な
い
。 

 
 

な
お
、
受
検
申
請
を
受
け
付
け
た
後
は
、
申
請
を
取
り
消
し
た
場
合
又
は
試
験
を
受
け
な
か 

 

 

っ
た
場
合
で
も
手
数
料
は
返
還
し
な
い
。 

 

イ 

実
技
試
験 

 
 

 

        

 
 

 
 

         
 

 

仕
上
げ 

工
場
板
金 

建
築
板
金 

鉄
工 

金
属
プ
レ
ス
加
工 

放
電
加
工 

機
械
加
工 

粉
末
冶
金 

金
属
熱
処
理 

鋳
造 

造
園 

園
芸
装
飾 

検 

定 

職 

種 

一
万
八
千
二
百
円
（
一
万
二
千
百
円
） 

一
万
八
千
二
百
円 

一
万
八
千
二
百
円 

一
万
八
千
二
百
円 

一
万
八
千
二
百
円 

一
万
八
千
二
百
円 

一
万
八
千
二
百
円
（
一
万
二
千
百
円
） 

一
万
八
千
二
百
円 

一
万
八
千
二
百
円
（
一
万
二
千
百
円
） 

一
万
八
千
二
百
円
（
一
万
二
千
百
円
） 

一
万
八
千
二
百
円
（
一
万
二
千
百
円
） 

一
万
八
千
二
百
円
（
一
万
二
千
百
円
） 

手 

数 

料 

 



            
 

                      
 

塗
装 

表
装 

化
学
分
析 

サ
ッ
シ
施
工 

内
装
仕
上
げ
施
工 

防
水
施
工 

畳
製
作 

タ
イ
ル
張
り 

左
官 

と
び 

建
築
大
工 

石
材
施
工 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形 

建
具
製
作 

家
具
製
作 

婦
人
子
供
服
製
造 

建
設
機
械
整
備 

鉄
道
車
両
製
造
・
整
備 

産
業
車
両
整
備 

電
気
機
器
組
立
て 

電
子
機
器
組
立
て 

機
械
検
査 

一
万
八
千
二
百
円
（
一
万
二
千
百
円
） 

一
万
八
千
二
百
円 

一
万
八
千
二
百
円
（
一
万
二
千
百
円
） 

一
万
八
千
二
百
円 

一
万
八
千
二
百
円 

一
万
八
千
二
百
円 

一
万
八
千
二
百
円 

一
万
八
千
二
百
円 

一
万
八
千
二
百
円
（
一
万
二
千
百
円
） 

一
万
八
千
二
百
円
（
一
万
二
千
百
円
） 

一
万
八
千
二
百
円
（
一
万
二
千
百
円
） 

一
万
八
千
二
百
円 

一
万
八
千
二
百
円 

一
万
八
千
二
百
円 

一
万
八
千
二
百
円 

一
万
八
千
二
百
円 

一
万
八
千
二
百
円 

一
万
八
千
二
百
円 

一
万
八
千
二
百
円 

一
万
八
千
二
百
円 

一
万
八
千
二
百
円
（
一
万
二
千
百
円
） 

一
万
八
千
二
百
円
（
一
万
二
千
百
円
） 

 



          

備
考 

手
数
料
の
欄
の
（ 

）
内
の
額
は
、
平
成
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
十
一
号
に
定
め 

 
 

る
者
に
適
用
す
る
。 

 

ロ 

学
科
試
験
（
全
職
種
） 

 
 

 

三
千
百
円 

六 

合
格
発
表
及
び
通
知 

 

イ 

技
能
検
定
合
格
者
の
発
表 

 

令
和
二
年
七
月
十
二
日
（
日
）
に
学
科
試
験
を
実
施
す
る
職
種
に
あ
っ
て
は
、
同
年
八
月

二
十
八
日
（
金
）
に
、
そ
の
他
の
職
種
に
あ
っ
て
は
同
年
十
月
二
日
（
金
）
に
埼
玉
県
庁
本

庁
舎
一
階
南
玄
関
の
掲
示
板
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
協
会
か
ら
合
格
者
に
対
し
書
面
で
通
知
す

る
。 

 

ロ 

実
技
試
験
又
は
学
科
試
験
の
合
格
通
知 

 
 

 

協
会
か
ら
合
格
者
に
対
し
書
面
で
通
知
す
る
。 

七 

そ
の
他 

 

こ
の
技
能
検
定
に
関
し
不
明
な
点
は
、
埼
玉
県
産
業
労
働
部
産
業
人
材
育
成
課
又
は
協
会
に

問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。 

フ
ラ
ワ
ー
装
飾 

商
品
装
飾
展
示 

産
業
洗
浄 

舞
台
機
構
調
整 

路
面
標
示
施
工 

一
万
八
千
二
百
円
（
一
万
二
千
百
円
） 

一
万
八
千
二
百
円
（
一
万
二
千
百
円
） 

一
万
八
千
二
百
円 

一
万
八
千
二
百
円
（
一
万
二
千
百
円
） 

一
万
八
千
二
百
円 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
六
十
一
号 

 
埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
四

条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
埼
玉
県
告
示
第
百
六
十
号
（
令
和
二
年
度
前
期
技
能
検
定

の
実
施
）
に
よ
り
公
示
す
る
技
能
検
定
に
係
る
条
例
別
表
産
業
労
働
部
の
項
第
十
二
号
金
額
の
欄

イ
に
規
定
す
る
手
数
料
（
在
校
生
（
知
事
が
別
に
定
め
る
者
を
い
う
。
）
が
三
級
を
受
検
す
る
場

合
の
手
数
料
を
含
む
。
）
を
、
同
告
示
第
五
号
イ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
と
お
り
減
額
す

る
。 

 

 
 

令
和
二
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 

次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
九
千
円
を
減
額

す
る
。 

一 

二
級
又
は
三
級
の
実
技
試
験
を
受
検
す
る
こ
と
。 

二 

令
和
二
年
四
月
一
日
に
お
い
て
三
十
五
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。 

三 

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
別
表
第
一
の
上
欄

の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
者
で
な
い
こ
と
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
六
十
二
号 

 
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
第
六
十
六
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
度
随
時
実
施
技
能
検
定
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
公
示
す

る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

実
施
等
級
別
職
種 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

イ 

随
時
二
級 

 

さ
く
井
（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
式
さ
く
井
工
事
作
業
、
ロ
ー
タ
リ
ー
式
さ
く
井
工
事
作
業
）
、

鋳
造
（
鋳
鉄
鋳
物
鋳
造
作
業
、
非
鉄
金
属
鋳
物
鋳
造
作
業
）
、
機
械
加
工
（
普
通
旋
盤
作
業
、

数
値
制
御
旋
盤
作
業
、
フ
ラ
イ
ス
盤
作
業
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
作
業
）
、
金
属
プ
レ
ス
加

工
（
金
属
プ
レ
ス
作
業
）
、
鉄
工
（
構
造
物
鉄
工
作
業
）
、
建
築
板
金
（
ダ
ク
ト
板
金
作
業
）
、

工
場
板
金
（
機
械
板
金
作
業
）
、
め
っ
き
（
電
気
め
っ
き
作
業
、
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
作
業
）
、

仕
上
げ
（
治
工
具
仕
上
げ
作
業
、
金
型
仕
上
げ
作
業
、
機
械
組
立
仕
上
げ
作
業
）
、
機
械
検

査
（
機
械
検
査
作
業
）
、
電
子
機
器
組
立
て
（
電
子
機
器
組
立
て
作
業
）
、
電
気
機
器
組
立

て
（
配
電
盤
・
制
御
盤
組
立
て
作
業
）
、
プ
リ
ン
ト
配
線
板
製
造
（
プ
リ
ン
ト
配
線
板
製
造

作
業
）
、
冷
凍
空
気
調
和
機
器
施
工
（
冷
凍
空
気
調
和
機
器
施
工
作
業
）
、
婦
人
子
供
服
製

造
（
婦
人
子
供
既
製
服
縫
製
作
業
）
、
帆
布
製
品
製
造
（
帆
布
製
品
製
造
作
業
）
、
家
具
製

作
（
家
具
手
加
工
作
業
）
、
紙
器
・
段
ボ
ー
ル
箱
製
造
（
印
刷
箱
打
抜
き
作
業
）
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
成
形
（
射
出
成
形
作
業
）
、
パ
ン
製
造
（
パ
ン
製
造
作
業
）
、
建
築
大
工
（
大
工
工

事
作
業
）
、
か
わ
ら
ぶ
き
（
か
わ
ら
ぶ
き
作
業
）
、
と
び
（
と
び
作
業
）
、
左
官
（
左
官
作

業
）
、
タ
イ
ル
張
り
（
タ
イ
ル
張
り
作
業
）
、
配
管
（
建
築
配
管
作
業
）
、
型
枠
施
工
（
型

枠
工
事
作
業
）
、
鉄
筋
施
工
（
鉄
筋
組
立
て
作
業
）
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
施
工
（
コ
ン
ク

リ
ー
ト
圧
送
工
事
作
業
）
、
防
水
施
工
（
シ
ー
リ
ン
グ
防
水
工
事
作
業
）
、
内
装
仕
上
げ
施

工
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
床
仕
上
げ
工
事
作
業
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
系
床
仕
上
げ
工
事
作
業
、
鋼
製

下
地
工
事
作
業
、
ボ
ー
ド
仕
上
げ
工
事
作
業
）
、
サ
ッ
シ
施
工
（
ビ
ル
用
サ
ッ
シ
施
工
作
業
）
、

表
装
（
壁
装
作
業
）
、
塗
装
（
建
築
塗
装
作
業
、
金
属
塗
装
作
業
、
噴
霧
塗
装
作
業
）
及
び

工
業
包
装
（
工
業
包
装
作
業
） 

 

ロ 

随
時
三
級 

 
 

 

さ
く
井
（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
式
さ
く
井
工
事
作
業
、
ロ
ー
タ
リ
ー
式
さ
く
井
工
事
作
業
）
、

鋳
造
（
鋳
鉄
鋳
物
鋳
造
作
業
、
非
鉄
金
属
鋳
物
鋳
造
作
業
）
、
鍛
造
（
プ
レ
ス
型
鍛
造
作
業
）
、

機
械
加
工
（
普
通
旋
盤
作
業
、
数
値
制
御
旋
盤
作
業
、
フ
ラ
イ
ス
盤
作
業
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
作
業
）
、
金
属
プ
レ
ス
加
工
（
金
属
プ
レ
ス
作
業
）
、
鉄
工
（
構
造
物
鉄
工
作
業
）
、



建
築
板
金
（
内
外
装
板
金
作
業
、
ダ
ク
ト
板
金
作
業
）
、
工
場
板
金
（
機
械
板
金
作
業
）
、

め
っ
き
（
電
気
め
っ
き
作
業
、
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
作
業
）
、
仕
上
げ
（
治
工
具
仕
上
げ
作
業
、

金
型
仕
上
げ
作
業
、
機
械
組
立
仕
上
げ
作
業
）
、
機
械
検
査
（
機
械
検
査
作
業
）
、
ダ
イ
カ

ス
ト
（
ホ
ッ
ト
チ
ャ
ン
バ
ダ
イ
カ
ス
ト
作
業
、
コ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
バ
ダ
イ
カ
ス
ト
作
業
）
、

電
子
機
器
組
立
て
（
電
子
機
器
組
立
て
作
業
）
、
電
気
機
器
組
立
て
（
回
転
電
機
組
立
て
作

業
、
配
電
盤
・
制
御
盤
組
立
て
作
業
、
開
閉
制
御
器
具
組
立
て
作
業
、
回
転
電
機
巻
線
製
作

作
業
）
、
プ
リ
ン
ト
配
線
板
製
造
（
プ
リ
ン
ト
配
線
板
製
造
作
業
）
、
冷
凍
空
気
調
和
機
器

施
工
（
冷
凍
空
気
調
和
機
器
施
工
作
業
）
、
婦
人
子
供
服
製
造
（
婦
人
子
供
既
製
服
縫
製
作

業
）
、
紳
士
服
製
造
（
紳
士
既
製
服
製
造
作
業
）
、
寝
具
製
作
（
寝
具
製
作
作
業
）
、
帆
布

製
品
製
造
（
帆
布
製
品
製
造
作
業
）
、
布
は
く
縫
製
（
ワ
イ
シ
ャ
ツ
製
造
作
業
）
、
家
具
製

作
（
家
具
手
加
工
作
業
）
、
建
具
製
作
（
木
製
建
具
手
加
工
作
業
）
、
紙
器
・
段
ボ
ー
ル
箱

製
造
（
印
刷
箱
打
抜
き
作
業
、
印
刷
箱
製
箱
作
業
、
貼
箱
製
造
作
業
、
段
ボ
ー
ル
箱
製
造
作

業
）
、
印
刷
（
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
作
業
）
、
製
本
（
製
本
作
業
）
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
（
圧

縮
成
形
作
業
、
射
出
成
形
作
業
、
ブ
ロ
ー
成
形
作
業
）
、
石
材
施
工
（
石
張
り
作
業
）
、
パ

ン
製
造
（
パ
ン
製
造
作
業
）
、
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
ベ
ー
コ
ン
製
造
（
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
・
ベ
ー
コ
ン
製
造
作
業
）
、
建
築
大
工
（
大
工
工
事
作
業
）
、
か
わ
ら
ぶ
き
（
か
わ
ら
ぶ

き
作
業
）
、
と
び
（
と
び
作
業
）
、
左
官
（
左
官
作
業
）
、
タ
イ
ル
張
り
（
タ
イ
ル
張
り
作

業
）
、
配
管
（
建
築
配
管
作
業
、
プ
ラ
ン
ト
配
管
作
業
）
、
型
枠
施
工
（
型
枠
工
事
作
業
）
、

鉄
筋
施
工
（
鉄
筋
組
立
て
作
業
）
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
施
工
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
工
事

作
業
）
、
防
水
施
工
（
シ
ー
リ
ン
グ
防
水
工
事
作
業
）
、
内
装
仕
上
げ
施
工
（
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
系
床
仕
上
げ
工
事
作
業
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
系
床
仕
上
げ
工
事
作
業
、
鋼
製
下
地
工
事
作
業
、

ボ
ー
ド
仕
上
げ
工
事
作
業
、
カ
ー
テ
ン
工
事
作
業
）
、
熱
絶
縁
施
工
（
保
温
保
冷
工
事
作
業
）
、

サ
ッ
シ
施
工
（
ビ
ル
用
サ
ッ
シ
施
工
作
業
）
、
表
装
（
壁
装
作
業
）
、
塗
装
（
建
築
塗
装
作

業
、
金
属
塗
装
作
業
、
噴
霧
塗
装
作
業
）
及
び
工
業
包
装
（
工
業
包
装
作
業
） 

 

ハ 

基
礎
級 

 
 

 

さ
く
井
（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
式
さ
く
井
工
事
作
業
、
ロ
ー
タ
リ
ー
式
さ
く
井
工
事
作
業
）
、

鋳
造
（
鋳
鉄
鋳
物
鋳
造
作
業
、
非
鉄
金
属
鋳
物
鋳
造
作
業
）
、
鍛
造
（
プ
レ
ス
型
鍛
造
作
業
）
、

機
械
加
工
（
普
通
旋
盤
作
業
、
数
値
制
御
旋
盤
作
業
、
フ
ラ
イ
ス
盤
作
業
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
作
業
）
、
金
属
プ
レ
ス
加
工
（
金
属
プ
レ
ス
作
業
）
、
鉄
工
（
構
造
物
鉄
工
作
業
）
、

建
築
板
金
（
内
外
装
板
金
作
業
、
ダ
ク
ト
板
金
作
業
）
、
工
場
板
金
（
機
械
板
金
作
業
）
、

め
っ
き
（
電
気
め
っ
き
作
業
、
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
作
業
）
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
陽
極
酸
化
処
理

（
陽
極
酸
化
処
理
作
業
）
、
仕
上
げ
（
治
工
具
仕
上
げ
作
業
、
金
型
仕
上
げ
作
業
、
機
械
組

立
仕
上
げ
作
業
）
、
機
械
検
査
（
機
械
検
査
作
業
）
、
ダ
イ
カ
ス
ト
（
ホ
ッ
ト
チ
ャ
ン
バ
ダ

イ
カ
ス
ト
作
業
、
コ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
バ
ダ
イ
カ
ス
ト
作
業
）
、
電
子
機
器
組
立
て
（
電
子
機



器
組
立
て
作
業
）
、
電
気
機
器
組
立
て
（
回
転
電
機
組
立
て
作
業
、
配
電
盤
・
制
御
盤
組
立

て
作
業
、
開
閉
制
御
器
具
組
立
て
作
業
、
回
転
電
機
巻
線
製
作
作
業
）
、
プ
リ
ン
ト
配
線
板

製
造
（
プ
リ
ン
ト
配
線
板
製
造
作
業
）
、
冷
凍
空
気
調
和
機
器
施
工
（
冷
凍
空
気
調
和
機
器

施
工
作
業
）
、
婦
人
子
供
服
製
造
（
婦
人
子
供
既
製
服
縫
製
作
業
）
、
紳
士
服
製
造
（
紳
士

既
製
服
製
造
作
業
）
、
寝
具
製
作
（
寝
具
製
作
作
業
）
、
帆
布
製
品
製
造
（
帆
布
製
品
製
造

作
業
）
、
布
は
く
縫
製
（
ワ
イ
シ
ャ
ツ
製
造
作
業
）
、
家
具
製
作
（
家
具
手
加
工
作
業
）
、

建
具
製
作
（
木
製
建
具
手
加
工
作
業
）
、
紙
器
・
段
ボ
ー
ル
箱
製
造
（
印
刷
箱
打
抜
き
作
業
、

印
刷
箱
製
箱
作
業
、
貼
箱
製
造
作
業
、
段
ボ
ー
ル
箱
製
造
作
業
）
、
印
刷
（
オ
フ
セ
ッ
ト
印

刷
作
業
）
、
製
本
（
製
本
作
業
）
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
（
圧
縮
成
形
作
業
、
射
出
成
形
作

業
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
成
形
作
業
、
ブ
ロ
ー
成
形
作
業
）
、
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
（
手

積
み
積
層
成
形
作
業
）
、
石
材
施
工
（
石
材
加
工
作
業
、
石
張
り
作
業
）
、
パ
ン
製
造
（
パ

ン
製
造
作
業
）
、
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
ベ
ー
コ
ン
製
造
（
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
ベ
ー
コ

ン
製
造
作
業
）
、
水
産
練
り
製
品
製
造
（
か
ま
ぼ
こ
製
品
製
造
作
業
）
、
建
築
大
工
（
大
工

工
事
作
業
）
、
か
わ
ら
ぶ
き
（
か
わ
ら
ぶ
き
作
業
）
、
と
び
（
と
び
作
業
）
、
左
官
（
左
官

作
業
）
、
タ
イ
ル
張
り
（
タ
イ
ル
張
り
作
業
）
、
配
管
（
建
築
配
管
作
業
、
プ
ラ
ン
ト
配
管

作
業
）
、
型
枠
施
工
（
型
枠
工
事
作
業
）
、
鉄
筋
施
工
（
鉄
筋
組
立
て
作
業
）
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
圧
送
施
工
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
工
事
作
業
）
、
防
水
施
工
（
シ
ー
リ
ン
グ
防
水
工
事

作
業
）
、
内
装
仕
上
げ
施
工
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
床
仕
上
げ
工
事
作
業
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
系
床

仕
上
げ
工
事
作
業
、
鋼
製
下
地
工
事
作
業
、
ボ
ー
ド
仕
上
げ
工
事
作
業
、
カ
ー
テ
ン
工
事
作

業
）
、
熱
絶
縁
施
工
（
保
温
保
冷
工
事
作
業
）
、
サ
ッ
シ
施
工
（
ビ
ル
用
サ
ッ
シ
施
工
作
業
）
、

表
装
（
壁
装
作
業
）
、
塗
装
（
建
築
塗
装
作
業
、
金
属
塗
装
作
業
、
鋼
橋
塗
装
作
業
、
噴
霧

塗
装
作
業
）
及
び
工
業
包
装
（
工
業
包
装
作
業
） 

二 

試
験
の
方
法 

 

 
 

実
技
試
験
及
び
学
科
試
験 

 
 

 
 

 
 
 

三 

実
施
期
日
、
実
施
場
所
及
び
試
験
問
題
の
公
表 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

イ 

実
施
期
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い
う
。
）
が
指
定
す
る
日 

 

ロ 

実
施
場
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

協
会
が
指
定
す
る
場
所 

 
 

 
 

 
 

 

ハ 

試
験
問
題
の
公
表 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

実
技
試
験
の
問
題
は
、
あ
ら
か
じ
め
受
検
申
請
者
に
送
付
す
る
。 

四 

受
検
申
請
の
手
続 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

イ 

提
出
書
類 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

技
能
検
定
受
検
申
請
書
（
以
下
「
申
請
書
」
と
い
う
。
） 

 
 

 
 

 
 

 



 

ロ 

提
出
先 

 
 

 

協
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和
五
丁
目
六
番
五
号
（
郵
便
番
号
三
三
〇
―
〇
〇
七
四
） 

 

ハ 
受
付
期
間 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

随
時 

 

ニ 

受
検
申
請
に
関
す
る
注
意 

 
 

⑴ 

申
請
書
の
用
紙
は
、
協
会
で
交
付
す
る
。 

⑵ 

申
請
書
を
郵
送
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
面
に
「
技
能
検
定
受
検
申
請
書
在
中
」
と
朱 

 

書
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

五 

手
数
料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

次
に
掲
げ
る
額
の
手
数
料
を
銀
行
振
込
で
協
会
に
納
付
す
る
こ
と
。 

 

イ 

実
技
試
験
（
全
職
種
） 

一
万
八
千
二
百
円 

 

ロ 

学
科
試
験
（
全
職
種
） 

三
千
百
円 

六 

合
格
発
表
及
び
通
知 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

合
格
者
に
対
し
合
格
証
書
を
送
付
す
る
。 

七 

そ
の
他 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
の
技
能
検
定
に
関
し
不
明
な
点
は
、
埼
玉
県
産
業
労
働
部
産
業
人
材
育
成
課
又
は
協
会
に

問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
六
十
三
号 

 
次
に
掲
げ
る
建
設
業
者
の
営
業
所
の
所
在
地
が
確
知
で
き
な
い
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十

四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

令
和
二
年
三
月
三
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

株
式
会
社
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ 

有
限
会
社
光
進
電
設 

友
栄
電
気
通
信
工
事
有

限
会
社 

三
浦
仮
設
株
式
会
社 

有
限
会
社
光
和
産
業 

商
号
又
は
名
称 

島 

崎 

永 

鎬 

酒 

井 

淳
之
助 

坂 

下 
 
 
 

敏 

三 

浦 

三 

郎 

細 

川 
光 

朝 

代
表
者
の
氏
名 

埼
玉
県
新
座
市
あ
た
ご
二
丁
目
一
番
三
十
二

号 埼
玉
県
所
沢
市
大
字
荒
幡
三
百
三
十
七
番

地
の
十
五 

埼
玉
県
越
谷
市
大
字
増
森
二
千
四
百
八
十

二
番
地
三 

埼
玉
県
富
士
見
市
東
大
久
保
百
十
八
番
地

一 

 

埼
玉
県
朝
霞
市
栄
町
一
丁
目
七
番
二
十
四
号 

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
六
十
四
号 

 
平
成
三
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
二
十
三
号
で
公
示
し
た
基
本
測
量
は
、
令
和
二
年
二
月
十

二
日
終
了
し
た
旨
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十

四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
六
十
五
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
富
士
見
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け

た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

富
士
見
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

富
士
見
市
大
字
下
南
畑
地
域 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
二
年
二
月
三
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
二
十
五
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
六
十
六
号 

 
令
和
元
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
令
和
二
年
二
月
七
日
終
了
し

た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
北
首
都
国
道
事
務
所
か
ら
通
知
を
受

け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
六
十
七
号 

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
二
級

建
築
士
試
験
及
び
木
造
建
築
士
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。 

 

な
お
、
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
は
、
埼
玉
県
指
定
試
験
機
関
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
建
築

技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
に
行
わ
せ
る
。 

令
和
二
年
三
月
三
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

試
験
の
期
日
及
び
時
間 

 

イ 

二
級
建
築
士
試
験 

 
 

⑴ 

学
科
の
試
験 

 
 

 
 

令
和
二
年
七
月
五
日
（
日
） 

 
 

 
 

午
前
十
時
十
分
か
ら
午
後
五
時
二
十
分
ま
で 

 
 

⑵ 

設
計
製
図
の
試
験 

 
 

 
 

令
和
二
年
九
月
十
三
日
（
日
） 

 
 

 
 

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で 

 

ロ 

木
造
建
築
士
試
験 

 
 

⑴ 

学
科
の
試
験 

 
 

 
 

令
和
二
年
七
月
十
二
日
（
日
） 

 
 

 
 

午
前
十
時
十
分
か
ら
午
後
五
時
二
十
分
ま
で 

 
 

⑵ 

設
計
製
図
の
試
験 

 
 

 
 

令
和
二
年
十
月
十
一
日
（
日
） 

 
 

 
 

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で 

二 

試
験
会
場 

 

イ 

二
級
建
築
士
試
験 

 

 
 

⑴ 

学
科
の
試
験 

 
 

 

㈠ 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
深
作
三
百
七
番
地 

 
 

 
 

 

芝
浦
工
業
大
学
（
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
） 

 

 
 

 

㈡ 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
鹿
手
袋
四
丁
目
一
番
七
号 

 
 

 
 

 

埼
玉
建
産
連
研
修
セ
ン
タ
ー 

 
 

⑵ 

設
計
製
図
の
試
験 

 
 

 

㈠ 

埼
玉
県
草
加
市
学
園
町
一
番
一
号 

 
 

 
 

 

獨
協
大
学 

 
 

 

㈡ 

埼
玉
県
北
足
立
郡
伊
奈
町
内
宿
台
六
丁
目
二
十
六
番
地 



 
 

 
 

 

埼
玉
県
県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー 

 
 

 

㈢ 

埼
玉
県
坂
戸
市
け
や
き
台
一
番
一
号 

 
 

 
 

 

城
西
大
学
（
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
） 

 

ロ 
木
造
建
築
士
試
験 

 
 

⑴ 

学
科
の
試
験 

 
 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
鹿
手
袋
四
丁
目
一
番
七
号 

 
 

 
 

埼
玉
建
産
連
研
修
セ
ン
タ
ー 

 
 

⑵ 

設
計
製
図
の
試
験 

 
 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
鹿
手
袋
四
丁
目
一
番
七
号 

 
 

 
 

埼
玉
建
産
連
研
修
セ
ン
タ
ー 

三 

受
験
資
格 

 
 

建
築
士
法
第
十
五
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者 

四 

受
験
申
込
手
続 

 

イ 

郵
送
に
よ
る
受
験
申
込
み 

 
 

⑴ 

受
験
申
込
受
付
期
間 

 
 

 
 

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日
（
水
）
か
ら
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
（
火
）
ま
で 

 
 

 
 

 
 

（
締
切
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効
） 

 
 

⑵ 

受
験
申
込
書
の
宛
先 

 

郵
便
番
号
一
〇
二
―
〇
〇
九
四 

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
三
番
六
号 

 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー 

本
部 

 

な
お
、
簡
易
書
留
郵
便
に
よ
る
こ
と
。 

 

ロ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み 

 
 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
以
降
に
二
級
建
築
士

試
験
又
は
木
造
建
築
士
試
験
の
受
験
申
込
み
を
し
た
者
の
う
ち
、
試
験
の
申
込
み
に
必
要
な

個
人
情
報
の
使
用
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
承
諾
を
し
て
い
る
も
の
に
限
り
行
う
こ
と
が
で

き
る
。 

 
 

⑴ 

受
験
申
込
受
付
期
間
及
び
受
付
時
間 

 
 

 

㈠ 

受
付
期
間 

 
 

 
 

 

令
和
二
年
四
月
十
三
日
（
月
）
か
ら
令
和
二
年
四
月
二
十
日
（
月
）
ま
で 

 
 

 

㈡ 

受
付
時
間 

 
 

 
 

 

受
付
開
始
日
の
午
前
十
時
か
ら
受
付
終
了
日
の
午
後
四
時
ま
で 

 
 

⑵ 

受
験
申
込
方
法 

 
 

 
 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
 

 

（h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
j
a
e
i
c
.
o
r
.
j
p
/

）
に
お
い
て
、
必
要
な
事
項
を
入
力
し
、
申
し
込
む
こ



と
。 

 

ハ 

受
付
場
所
に
お
け
る
受
験
申
込
み 

 
 

⑴ 

受
験
要
領
及
び
受
験
申
込
書
の
配
布
期
間
及
び
配
布
場
所 

 
 

 
㈠ 

配
布
期
間 

 
 

 
 

 
令
和
二
年
三
月
十
六
日
（
月
）
か
ら
令
和
二
年
四
月
十
三
日
（
月
）
ま
で 

 
 

 

㈡ 

配
布
場
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
鹿
手
袋
四
丁
目
一
番
七
号 

埼
玉
建
産
連
会
館
五
階 

 
 

 
 

 

一
般
社
団
法
人
埼
玉
建
築
士
会 

 
 

⑵ 

受
験
申
込
書
の
受
付
期
間
、
受
付
時
間
及
び
受
付
場
所 

 
 

 

㈠ 

受
付
期
間 

 
 

 
 

 

令
和
二
年
四
月
九
日
（
木
）
か
ら
令
和
二
年
四
月
十
三
日
（
月
）
ま
で 

 
 

 

㈡ 

受
付
時
間 

 
 

 
 

 

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 

 
 

 

㈢ 

受
付
場
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
鹿
手
袋
四
丁
目
一
番
七
号 

埼
玉
建
産
連
会
館
五
階 

 
 

 
 

 

一
般
社
団
法
人
埼
玉
建
築
士
会 

五 

設
計
製
図
の
試
験
の
課
題
発
表 

イ 

発
表
の
日 

令
和
二
年
六
月
十
日
（
水
）
頃 

ロ 

発
表
の
方
法 

 
 

 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
j
a
e
i
c
.
o
r
.
j
p
/

）
に
お
い
て
公
表
す
る
。 

六 

合
格
の
発
表 

 

イ 

学
科
の
試
験 

 
 

⑴ 

二
級
建
築
士
試
験 

 
 

 

㈠ 

発
表
の
日 

 
 

 
 

 

令
和
二
年
八
月
二
十
五
日
（
火
）
（
予
定
） 

 
 

 

㈡ 

発
表
の
方
法 

 
 

 
 

 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
関
東
支
部
及
び
一
般
社
団
法
人
埼
玉 

 
 

 
 

建
築
士
会
の
事
務
所
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
合
格
し
た
旨
を
、
不
合
格
者 

 
 

 
 

に
不
合
格
の
旨
及
び
成
績
を
通
知
す
る
。 

 
 

⑵ 

木
造
建
築
士
試
験 

 
 

 

㈠ 

発
表
の
日 

 
 

 
 

 

令
和
二
年
九
月
八
日
（
火
）
（
予
定
） 



 
 

 

㈡ 

発
表
の
方
法 

 
 

 
 

 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
関
東
支
部
及
び
一
般
社
団
法
人
埼
玉 

 
 

 
 

建
築
士
会
の
事
務
所
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
合
格
し
た
旨
を
、
不
合
格
者 

 
 

 
 

に
不
合
格
の
旨
及
び
成
績
を
通
知
す
る
。 

 

ロ 

設
計
製
図
の
試
験 

 
 

⑴ 

発
表
の
日 

 
 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
三
日
（
木
）
（
予
定
） 

 
 

⑵ 

発
表
の
方
法 

 
 

 
 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
関
東
支
部
及
び
一
般
社
団
法
人
埼
玉
建 

 
 

 

築
士
会
の
事
務
所
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
合
格
し
た
旨
を
、
不
合
格
者
に
不 

 
 

 

合
格
の
旨
及
び
成
績
を
通
知
す
る
。 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
六
十
八
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
五

十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
八
十
号
で
告
示
し
た
川
越
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変

更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

川
島
町 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

川
越
都
市
計
画
下
水
道
事
業
川
島
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
五
十
一
年
三
月
十
六
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 

ロ 

雨
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
六
十
九
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
五

十
年
埼
玉
県
告
示
第
千
六
百
七
十
五
号
で
告
示
し
た
富
士
見
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

ふ
じ
み
野
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

富
士
見
都
市
計
画
下
水
道
事
業
ふ
じ
み
野
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
五
十
年
十
二
月
十
二
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 

ロ 

雨
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 



告

示 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ 

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
三
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課
及

び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

磯 

田 

和 

彦 
 

 
 

 



   

練
馬
所
沢
線 

  

路 
 

線 
 

名 

所
沢
市
大
字
下
安
松
字
下
川
原
一
番
三
地
先
か

ら
同
市
東
所
沢
和
田
二
丁
目
三
七
番
四
地
先
ま

で 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
二
年
三
月
五
日 

午
後
二
時 

供
用
開
始
の
期
日 

道
路
改
築
事
業
に
よ
る
。 

平
成
二
十
二
年
四
月
三
十
日
付
け

川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
十

二
号
及
び
令
和
二
年
二
月
四
日
付

け
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示

第
四
号
で
告
示
し
た
道
路
予
定
区

域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。 

 

延
長
九
一
四
・
一
〇
メ
ー
ト
ル 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
九
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

令
和
二
年
三
月
三
日 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

平 

野 
 

 

隆 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

令
和
二
年
二
月
十
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
〇
一
〇
一
三
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

令
和
二
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

越
建
セ
第
四
七
二
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
大
字
須
賀
字
島
千
九
百
八
番
五 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
大
字
中
川
八
百
四
十
番
地
一 
ホ
ワ
イ
ト
テ
ラ
ス
小
山
Ｆ
二
〇 

 

一
号 

 
 

井
本 

祐
樹 



 告  示 

埼玉県警察本部告示第25号 

 令和２年度第１回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅰ類、令和２年度第１回埼玉県警察官（巡

査）採用試験Ⅱ類、令和２年度第１回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅲ類、令和２年度埼玉県

警察官（巡査）採用試験国際捜査Ⅰ類、令和２年度第１回埼玉県警察官（巡査）採用試験武道

・体育指導Ⅰ類、令和２年度埼玉県警察官（巡査）採用試験サイバー犯罪捜査Ⅰ類及び令和２

年度埼玉県警察官（巡査）採用試験サイバー犯罪捜査Ⅱ類を次のとおり実施する。 

令和２年３月３日 

                      埼玉県警察本部長 高 木 紳 一 郎  

１ 試験の名称及び採用予定人員 

（1） 令和２年度第１回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅰ類 

     男性      128人 

女性      20人 

（2） 令和２年度第１回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅱ類 

男性      30人 

女性      10人 

（3） 令和２年度第１回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅲ類 

男性      30人 

女性      ５人 

（4） 令和２年度埼玉県警察官（巡査）採用試験国際捜査Ⅰ類 

英語      １人 

ベトナム語      ３人 

（5） 令和２年度第１回埼玉県警察官（巡査）採用試験武道・体育指導Ⅰ類 

柔道      １人 

剣道      １人 

（6） 令和２年度埼玉県警察官（巡査）採用試験サイバー犯罪捜査Ⅰ類         

                                        ２人 

 (7) 令和２年度埼玉県警察官（巡査）採用試験サイバー犯罪捜査Ⅱ類 

                                        ２人 



２ 受験資格 

（1） 日本国籍を有する者 

（2） 地方公務員法（昭和25年法律第261号）第16条の規定に該当しない者 

（3） 民法の一部を改正する法律（平成11年法律第149号）附則第３条第３項の規定により従

前の例によることとされる準禁治産の宣告を受けていない者 

（4） その他次表のとおり 

  ア 学歴・年齢 

試 験 区 分  学 歴 年 齢 

Ⅰ 類 

国 際 捜 査 Ⅰ 類 

武道・体育指導Ⅰ類 

サイバー犯罪捜査Ⅰ類 

１ 学校教育法（昭和22年法律第26

号）による大学を卒業又は令和３年

３月までに卒業見込みの者 

２ 前記１に該当する者と同等の資格

があると認められる者 

平成２年４月２日以

降に生まれた者 

Ⅱ 類 

サイバー犯罪捜査Ⅱ類 

１ 学校教育法による短期大学又は専

修学校（２年制以上の専門課程で年

間授業時数が680時間以上のものに

限る。）を卒業又は令和３年３月ま

でに卒業見込みの者 

２ 学校教育法による大学に２年以上

在学し、かつ、62単位以上修得した

者又は令和３年３月までにこれらの

要件を満たす見込みの者（Ⅰ類に該

当する者を除く。） 

３ 前記１又は２に該当する者と同等

の資格があると認められる者 

平成２年４月２日か

ら平成13年４月１日

までに生まれた者 

Ⅲ 類 Ⅰ類及びⅡ類に該当しない者 平成２年４月２日か

ら平成14年４月１日

までに生まれた者 

  イ その他 



国 際 捜 査 Ⅰ 類 語学（受験言語）に堪
たん

能な者 

武道・体育指導Ⅰ類 柔道又は剣道に卓越した技術を有する、段位が四段（大学

卒業見込みの者にあっては三段）以上の者 

サイバー犯罪捜査Ⅰ類 

サイバー犯罪捜査Ⅱ類 

独立行政法人情報処理推進機構が実施する経済産業省認定の情

報処理技術者試験（情報セキュリティマネジメント試験及びＩ

Ｔパスポート試験を除く。）に合格している者及び合格する見

込みの者若しくは情報処理安全確保支援士となる資格を有する

者及び有する見込みの者 

３ 試験の方法 

 (1) 第１次試験 

  ア 実施科目 

   (ｱ) Ⅰ類、Ⅱ類、Ⅲ類及び武道・体育指導Ⅰ類  

     教養試験及び論文（作文）試験とする。 

   (ｲ) 国際捜査Ⅰ類、サイバー犯罪捜査Ⅰ類及びサイバー犯罪捜査Ⅱ類 

     専門試験Ⅰ及び論文試験とする。 

  イ 加点 

    Ⅰ類、Ⅱ類又はⅢ類を受験する者のうち、第１次試験当日において柔道又は剣道の段

位を有しているものについては、申請に基づき審査を行い、加点する。 

 (2) 第２次試験 

  ア 実施科目 

   (ｱ) Ⅰ類、Ⅱ類、Ⅲ類及び武道・体育指導Ⅰ類 

     身体検査、体力検査及び人物試験とする。 

   (ｲ) 国際捜査Ⅰ類、サイバー犯罪捜査Ⅰ類及びサイバー犯罪捜査Ⅱ類 

     身体検査、体力検査、人物試験及び専門試験Ⅱとする。 

  イ 加点 

    Ⅰ類、Ⅱ類又はⅢ類を受験する者のうち、第２次試験の２日目当日において次表に掲

げる資格等を有しているものについては、申請に基づき審査を行い、加点する。 

資格区分 資格種別 試験名称等 加点対象基準 
    

情 報 

 

情報処理 

 

ＩＴストラテジスト試験、システムア

ーキテクト試験、プロジェクトマネー

 

 



 

 

 

 

 

（情報） 

 

 

 

 

 

（情報処理） 

ジャ試験、ネットワークスペシャリス

ト試験、データベーススペシャリスト

試験、エンべデッドシステムスペシャ

リスト試験、情報セキュリティスペシ

ャリスト試験、ＩＴサービスマネージ

ャ試験、システム監査技術者試験、応

用情報技術者試験、基本情報技術者試

験、情報セキュリティマネジメント試

験及びＩＴパスポート試験並びに情報

処理安全確保支援士となる資格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

財 務 財 務 日商簿記検定 ２級以上 

語 学 

 

英 語 実用英語技能検定 ２級以上 

ＴＯＥＩＣ（※） 600点以上 

ＴＯＥＦＬ（ｉＢＴ）（※） 62点以上 

国際連合公用語英語検定試験 Ｃ級以上 

中 国 語 中国語検定試験 ３級以上 

漢語水平考試（ＨＳＫ） ４級以上 

中国語コミュニケーション能力検定試験 400点以上 

韓 国 語 ハングル能力検定試験 準２級以上 

韓国語能力試験 ４級以上 

   ※ 平成30年６月26日以降に実施された試験のスコアを有効とする。 

４ 試験の月日、会場及び合格発表 

試験 月  日 会  場 合格発表日時  合格発表の方法 
     

第 

一 

次 

試 

験 

５月10日（日） 東京国際大学 

（川越市） 

文教大学 

（越谷市） 

埼玉県警察学校 

６月２日（火） 

午前10時 

 合格者に文書で通

知するほか、合格者

の受験番号を県庁本

庁舎南玄関の掲示板

及び埼玉県警察ホー



（さいたま市） ムページに発表日の 
     

第 

二 

次 

試 

験 

 ６月６日（土）から６月８日（月）ま

でのいずれか１日及び６月26日（金）か

ら７月３日（金）までのいずれか１日

に、埼玉県警察学校で行う。 

８月12日（水） 

午前10時 

午前10時から７日間

掲示する。 

    

５ 試験の対象となる職の概要及び給与 

 (1) 職の概要 

   個人の生命、身体及び財産の保護、犯罪の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の

取締りその他公共の安全と秩序の維持の任務に従事する。 

 (2) 給与 

   ア 令和２年１月１日現在における初任給（地域手当を含む。）は、次表のとおりである。 

区 分 
採用（入校）時の初任給 

（100円未満切捨て） 

Ⅰ 類 

国 際 捜 査 Ⅰ 類 

240,500円 
武道・体育指導Ⅰ類 

サイバー犯罪捜査Ⅰ類 

Ⅱ 類 

サイバー犯罪捜査Ⅱ類 
229,400円 

Ⅲ 類 209,600円 

  イ 一定の経歴がある場合は、前記アの金額に所定の額が加算されることがある。 

  ウ 前記アのほか、支給要件に該当する場合は、扶養手当、住居手当、通勤手当、期末・

勤勉手当等が支給される。 

  エ 採用時までに給与制度の改正があった場合は、それによる。 

６ 採用の方法 

   合格者は、採用のための意向確認後、欠員の状況等に応じて逐次採用される。 

   採用の時期は、令和２年10月１日（木）以降の予定である。ただし、Ⅰ類の大学卒業見込

者、Ⅱ類の短期大学又は専修学校の卒業見込者、国際捜査Ⅰ類、武道・体育指導Ⅰ類、サ



イバー犯罪捜査Ⅰ類及びサイバー犯罪捜査Ⅱ類は、令和３年４月１日（木）以降の予定で

ある。 

７ 受験手続 

 (1) 受験案内の入手方法 

受験案内は、埼玉県警察採用センター、県内各警察署等において、令和２年３月３日

（火）から配布している。 

また、埼玉県警察ホームページにおいて、令和２年３月３日（火）から閲覧及びダウン

ロードが可能となっている。 

 (2) 申込方法 

   インターネットにより、埼玉県電子申請・届出サービスにおいて、必要事項を入力の上、

申し込むこと。 

 (3) 受付期間 

令和２年３月３日（火）午前８時30分から４月10日（金）午後５時までの間 

 (4) その他 

   インターネットで申込みができない場合は、埼玉県警察採用センター宛て問い合わせる

こと。 

８ 試験についての問合せ先 

  埼玉県警察採用センター 

  さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 

  埼玉県警察職員採用フリーダイヤル（0120-373514） 



告  示 

埼玉県警察本部告示第26号 

 令和２年度第２回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅰ類、令和２年度第２回埼玉県警察官（巡

査）採用試験Ⅱ類、令和２年度第２回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅲ類及び令和２年度第２

回埼玉県警察官（巡査）採用試験武道・体育指導Ⅰ類を次のとおり実施する。 

令和２年３月３日 

                      埼玉県警察本部長 高 木 紳 一 郎 

１ 試験の名称及び採用予定人員 

（1） 令和２年度第２回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅰ類 

男性       20人 

女性      ５人 

（2） 令和２年度第２回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅱ類 

男性      10人 

女性      ３人 

（3） 令和２年度第２回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅲ類 

男性      100人 

女性      17人 

（4） 令和２年度第２回埼玉県警察官（巡査）採用試験武道・体育指導Ⅰ類 

柔道      １人 

剣道      １人 

２ 受験資格 

（1） 日本国籍を有する者 

（2） 地方公務員法（昭和25年法律第261号）第16条の規定に該当しない者 

（3） 民法の一部を改正する法律（平成11年法律第149号）附則第３条第３項の規定により従

前の例によることとされる準禁治産の宣告を受けていない者 

（4） その他次表のとおり 

  ア 学歴・年齢 

 



試 験 区 分 学 歴 年 齢 
   

Ⅰ 類 

武道・体育指導Ⅰ類 

１ 学校教育法（昭和22年法律第26

号）による大学を卒業又は令和３年

３月までに卒業見込みの者 

２ 前記１に該当する者と同等の資格

があると認められる者 

平成２年４月２日以

降に生まれた者 

   

Ⅱ 類 １ 学校教育法による短期大学又は専

修学校（２年制以上の専門課程で年

間授業時数が680時間以上のものに

限る。）を卒業又は令和３年３月ま

でに卒業見込みの者 

２ 学校教育法による大学に２年以上

在学し、かつ、62単位以上修得した

者又は令和３年３月までにこれらの

要件を満たす見込みの者（Ⅰ類に該

当する者を除く。） 

３ 前記１又は２に該当する者と同等

の資格があると認められる者 

平成２年４月２日か

ら平成13年４月１日

までに生まれた者 

Ⅲ 類 Ⅰ類及びⅡ類に該当しない者 平成２年４月２日か

ら平成15年４月１日

までに生まれた者 

  イ その他 

武道・体育指導Ⅰ類 

 

柔道又は剣道に卓越した技術を有する、段位が四段（大学

卒業見込みの者にあっては三段）以上の者 

３ 試験の方法 

 (1) 第１次試験 

   教養試験及び論文（作文）試験を実施する。 

   なお、Ⅰ類、Ⅱ類又はⅢ類を受験する者のうち、第１次試験当日において柔道又は剣道

の段位を有しているものについては、申請に基づき審査を行い、加点する。 



 (2) 第２次試験 

   身体検査、体力検査及び人物試験を実施する。 

   なお、Ⅰ類、Ⅱ類又はⅢ類を受験する者のうち、第２次試験の２日目当日において次表

に掲げる資格等を有しているものについては、申請に基づき審査を行い、加点する。 

資格区分 資格種別 試験名称等 加点対象基準 

情 報 情報処理 ＩＴストラテジスト試験、システムア

ーキテクト試験、プロジェクトマネー

ジャ試験、ネットワークスペシャリス

ト試験、データベーススペシャリスト

試験、エンべデッドシステムスペシャ

リスト試験、情報セキュリティスペシ

ャリスト試験、ＩＴサービスマネージ

ャ試験、システム監査技術者試験、応

用情報技術者試験、基本情報技術者試

験、情報セキュリティマネジメント試

験及びＩＴパスポート試験並びに情報

処理安全確保支援士となる資格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財 務 財 務 日商簿記検定 ２級以上 

語 学 

 

 

 

 

 

英 語 実用英語技能検定 ２級以上 

ＴＯＥＩＣ（※） 600点以上 

ＴＯＥＦＬ（ｉＢＴ）（※） 62点以上 

国際連合公用語英語検定試験 Ｃ級以上 

中 国 語 

 

中国語検定試験 ３級以上 

漢語水平考試（ＨＳＫ） ４級以上 

  中国語コミュニケーション能力検定試験 400点以上 

韓 国 語 ハングル能力検定試験 準２級以上 

韓国語能力試験 ４級以上 

  ※ 平成30年11月25日以降に実施された試験のスコアを有効とする。 



４ 試験の月日、会場及び合格発表 

試験 月  日 会  場 合格発表日時  合格発表の方法 

第
一
次
試
験 

９月20日（日） 東京国際大学 

（川越市） 

埼玉県警察学校 

（さいたま市） 

10月12日（月） 

午前10時 

 合格者に文書で通

知するほか、合格者

の受験番号を県庁本

庁舎南玄関の掲示板

及び埼玉県警察ホー

ムページに発表日の

午前10時から７日間

掲示する。 

第
二
次
試
験 

 10月17日（土）又は10月18日（日）の

いずれか１日及び11月25日（水）から11

月30日（月）までのいずれか１日に、埼

玉県警察学校で行う。 

12月23日（水） 

午前10時 

５ 試験の対象となる職の概要及び給与 

 (1) 職の概要 

   個人の生命、身体及び財産の保護、犯罪の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の

取締りその他公共の安全と秩序の維持の任務に従事する。 

 (2) 給与 

   ア 令和２年１月１日現在における初任給（地域手当を含む。）は、次表のとおりである。 

区 分 採用（入校）時の初任給 

（100円未満切捨て） 

Ⅰ 類 

武道・体育指導Ⅰ類 
240,500円 

Ⅱ 類 229,400円 

Ⅲ 類 209,600円 

  イ 一定の経歴がある場合は、前記アの金額に所定の額が加算されることがある。 

  ウ 前記アのほか、支給要件に該当する場合は、扶養手当、住居手当、通勤手当、期末・

勤勉手当等が支給される。 

  エ 採用時までに給与制度の改正があった場合は、それによる。 

６ 採用の方法 

   合格者は、採用のための意向確認後、欠員の状況等に応じて逐次採用される。 

   採用の時期は、令和３年４月１日（木）以降の予定である。 



７ 受験手続 

 (1) 受験案内の入手方法 

受験案内は、埼玉県警察採用センター、県内各警察署等において、令和２年３月３日

（火）から配布している。 

また、埼玉県警察ホームページにおいて、令和２年３月３日（火）から閲覧及びダウン

ロードが可能となっている。 

 (2) 申込方法 

   インターネットにより、埼玉県電子申請・届出サービスにおいて、必要事項を入力の上、

申し込むこと。 

 (3) 受付期間 

    令和２年８月６日（木）午前８時30分から８月25日（火）午後５時までの間 

 (4) その他 

   インターネットで申し込みができない場合は、埼玉県警察採用センター宛て問い合わせ

ること。 

８ 試験についての問合せ先 

  埼玉県警察採用センター 

  さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 

  埼玉県警察職員採用フリーダイヤル（0120-373514） 



告  示 

埼玉県警察本部告示第27号 

 令和２年度埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅰ類（県外試験）及び令和２年度埼玉県警察官

（巡査）採用試験Ⅲ類（県外試験）を次のとおり実施する。 

  令和２年３月３日 

                      埼玉県警察本部長 高 木 紳 一 郎  

１ 試験の名称及び採用予定人員 

 (1) 令和２年度埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅰ類（県外試験） 

北海道（男性） ２人 

 宮城県（男性） ３人 

山形県（男性） ３人 

群馬県（男性） ３人 

 (2) 令和２年度埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅲ類（県外試験） 

北海道（男性） ３人 

宮城県（男性） ２人 

山形県（男性） ２人 

群馬県（男性） ２人 

２ 受験資格 

（1） 日本国籍を有する者 

（2） 地方公務員法（昭和25年法律第261号）第16条に該当しない者 

（3） 平成11年改正前の民法の規定による準禁治産宣告を受けていない者（心神耗弱を原因と

するもの以外） 

（4） その他次表のとおり 

試 験 区 分 学 歴 年 齢 

Ⅰ 類 １ 学校教育法（昭和22年法律第26号）

による大学を卒業又は令和３年３月ま

でに卒業見込みの者 

２ 前記１に該当する者と同等の資格が 

平成２年４月２日以降

に生まれた者 

   



（  Ⅰ   類  ）  あると認められる者  

Ⅲ 類 

 

Ⅰ類に該当しない者 

 

平成２年４月２日から

平成15年４月１日まで

に生まれた者 
   

３ 試験の方法 

 (1) 第１次試験 

   教養試験及び論文（作文）試験を実施する。 

   なお、第１次試験で論文（作文）試験を実施しない試験地については、第２次試験で実

施する。 

 (2) 第２次試験 

   身体検査、体力検査及び人物試験を実施する。 

４ 試験の月日、会場及び合格発表 

 (1) 試験地 

 北海道、宮城県、山形県及び群馬県（以下「地元県」という。）において実施する。 

 (2) 試験の月日、会場及び合格発表 

試 験 月日及び会場 合 格 発 表           

第１次 

試 験 

 各地元県と同一とする。  各地元県の発表後、合格者に文書で通知する。 

第２次 

試 験 

 各地元県の月日に合わせ

て各地元県内で行う。 

 合格者に文書で通知するほか、合格者の受験番

号を埼玉県警察ホームページに発表日の午前10時

から７日間掲示する。 

５ 試験の対象となる職の概要及び給与 

 (1) 職の概要 

 個人の生命、身体及び財産の保護、犯罪の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の

取締りその他公共の安全と秩序の維持の任務に従事する。 

 (2) 給与 

  ア 令和２年１月１日現在における初任給（地域手当を含む。）は、次表のとおりである。 

 



区 分 採用（入校）時の初任給 

（  区   分  ） （100円未満切捨て） 

Ⅰ 類 240,500円 

Ⅲ 類 209,600円 

  イ 一定の経歴がある場合は、前記アの金額に所定の額が加算されることがある。 

  ウ 前記アのほか、支給要件に該当する場合は、扶養手当、住居手当、通勤手当、期末・

勤勉手当等が支給される。 

  エ 採用時までに給与制度の改正があった場合は、それによる。 

６ 採用の方法 

  合格者は、採用のための意向確認後、欠員の状況等に応じて逐次採用される。 

  採用の時期は、令和３年４月１日（木）以降の予定である。 

７ 受験手続 

 (1) 受験申込用紙の入手方法 

受験案内及び申込書は、各地元県の人事委員会事務局及び警察本部警務課において配布

する。 

 (2) 申込方法 

申込書に必要事項を記入の上、所定の機関に提出すること。 

 (3) 受付期間 

各地元県と同一期間とする。 

８ その他 

 (1) この試験は、第１次試験の実施まで埼玉県警察本部と地元県の人事委員会等が共同して

行い、第１次試験の合格者の決定以降を埼玉県警察本部が行うものである。 

 (2) 試験についての問合せ先は、次のとおりである。 

   埼玉県警察採用センター 

   さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 

   埼玉県警察職員採用フリーダイヤル（0120-373514） 
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